
日本光学会

第 32回光学シンポジウム

日 時： 2007年7月5日(木) 9：20～17：15

6日(金) 9：00～17：10

場 所： 東京大学生産技術研究所コンベンションホール

（東京都目黒区駒場4-6-1）

主 催： 日本光学会

問合せ先： (株)リコー 画像エンジン開発本部光学Md

開発室 板橋彰久

電話 046-292-5792 Fax 046-231-9047

E-mail:optsympo32＠kind.ocn.ne.jp
 

http://annex.jsap.or.jp/OSJ/meet/symposium/32nd

sympo/index.shtml

詳細は第36巻第5号の綴じ込みをご覧ください．

第 41回サマーセミナー

テーマ： 光とナノスケールの世界

期 日： 2007年8月27日(月)～28日(火)

場 所： 富士教育研修所（〒410-1105裾野市下和田656）

主 催： 日本光学会

問合せ先： 応用物理学会分科会日本光学会 伊丹

電話 03-3238-1043 Fax 03-3221-6245

E-mail:divisions＠jsap.or.jp

詳細は本号の綴じ込み，または日本光学会ホームページ

（http://annex.jsap.or.jp/OSJ/）をご覧ください．

第 105回微小光学研究会

テーマ： 曲がる微小光学

日 時： 2007年7月25日（水） 10：00～16：40

場 所： 早稲田大学西早稲田キャンパス小野梓記念館

(27号館)B2F 小野記念講堂（東京メトロ東西線早

稲田駅下車，徒歩5分）http://www.waseda.jp/jp/

campus/nishiwaseda.html

主 催： 応用物理学会日本光学会微小光学研究グループ

プログラム：

10：00「開会の挨拶」

10：10「イントロダクトリー・トーク：なぜ，曲げる

のか 」中島啓幾（早大）

10：30【特別講演】「曲がるディスプレイ―その基礎技

術と展開―」時任静士（NHK技研）

11：10「電子粉流体を用いたフレキシブル電子ペーパ

ーディスプレイ」田沼逸夫（ブリヂストン）

13：00【特別講演】「プリンタブルエレクトロニクス技

術動向」鎌田俊英（産総研）

13：40「プラスチック色素増感太陽電池」宮坂 力

（桐蔭横浜大）

14：10「湾曲実装撮像素子」武田宗久（三菱電機）

15：00「複製ポリマーフィルム光導波路」安田成留・

細川速美（オムロン）

15：30「光で曲がるアゾポリマーとその応用」渡辺

修（豊田中研）

16：00「ホーリーファイバの住宅内光配線への適用」

阿部宜輝（NTT）

16：30 閉会の挨拶

プログラムは，微小光学研究グループのホームページにて

ご確認ください．http://www.comemoc.com/

研究会終了後，希望者による早大スーパーCOE（先端科

学・健康医療融合研究機構：ASMeW）の見学会を計

画しています．

参加費： 一般4,000円，学生1,000円（資料代含む，当

日ご持参ください）

参加申込： 不要（直接会場にお越しください）

問合せ先： ペンタックス(株)研究開発本部 久保 渉

電話 03-3960-7179 Fax 03-5392-2049

E-mail:w.kubo＠aoc.pentax.co.jp

平成 19年度電気関係学会北陸支部連合大会

期 日： 2007年9月8日（土） 一般講演，午後：特別講

演，懇親会

9日（日） 一般講演

場 所： 福井工業大学2号館およびF.U.Tタワー（聴講

のみの参加無料）(〒910-8505福井市学園3-6-1)

特別講演会： エネルギー・資源・環境の21世紀」にお

ける高温超電導（HTS）技術の役割―『GENESIS計

画』とHTS DC Cable― 畑 良輔氏（住友電気）

主 催： 電気学会・電子情報通信学会・照明学会・映像

情報メディア学会・日本生体医工学会，情報処理学

会・計測自動制御学会・日本音響学会・日本光学会，

各北陸支部

共 催： 電気設備学会北陸支部・IEEE名古屋支部

協 賛： 福井工業大学

一般講演の募集要項>

投稿資格： 主催または共催学会の会員に限る．（連名の場
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合は少なくとも1名は会員のこと．）

申込・投稿：「講演申し込み」と「投稿」は同時にオンラ

インで行う．オンライン登録のページの注意事項に十

分気をつけること．1件につき3,000円の講演申込費

を郵便振替で納入し，郵便振替の通信欄に必ず登録

IDを記入すること．ただし，講演者が学生員または

准員の場合は2,000円とする．(学生であっても主催

または共催学会の学生会員 (学生員または准員)でな

い場合，申込費は3,000円となる．また，学会へ入会

手続き中の場合は，その入会申込書のコピーを実行委

員会宛に送付し，2,000円を納付する．)

申込投稿期間： 2007年7月9日(月)～8月6日(月) 24時

原稿用紙： 大会ホームページから必ず所定のテンプレー

トファイルをダウンロードして使用すること．CD版

講演論文集を出版する．

講 演： 口頭発表のみで講演時間は12分（質疑時間を含

む）とする．使用機材は液晶プロジェクターのみと

し，各自パソコンを持参すること．

優秀論文賞： 各学会の優秀論文発表賞に応募する場合は，

応募用紙を大会ホームページよりダウンロードして，

必要事項を記入の上，2007年8月6日（月）までに

編集幹事 田岡久雄宛に郵送すること．（詳細は申込時

確認のこと）

懇親会： 9月8日（土） 18：00～（予定）

会場 ユアーズホテルフクイ

会費 一般5,000円，学生3,000円

事務局および問い合せ先： 〒910-8505福井市学園3-6-1

福井工業大学内 電気関係学会北陸支部連合大会実行

委員会 電話 0776-29-2544（実行委員会窓口)

Fax 0776-29-7891 E-mail:jhes＠fukui-ut.ac.jp (実

行委員会)

大会ホームページ： http://jhes.fukui-ut.ac.jp/

第 4回日本写真学会光機能性材料セミナー

光機能性材料において，色素はおもに固体状態で使用さ

れます．色素が会合状態にあるときには，希薄溶液の場合

とは異なった性質を示します．そのため色素の会合状態を

利用して吸収波形を制御したり，種々の機能を担わせるこ

とが実際に行われています．第4回セミナーでは，さまざ

まな色素系での色素 J会合体に関する研究を集めた講演を

企画しました．

テーマ： 光機能性材料における色素 J会合体の化学

日 時： 2007年6月28日(木) 10：30～16：40

場 所： 東京工業大学100年記念館第1会議室

主 催： 日本写真学会光機能性材料研究会

協 賛： 日本光学会，ほか

プログラム：

「ポルフィリン J会合体のナノ構造制御と機能」瀬川浩

司（東京大）

「有機顔料における励起子相互作用―J会合体との関

連―」水口 仁（横浜国立大）

「スクエアリリウム色素 J会合体の形成と機能発現の検

討」古木 真（富士ゼロックス）

「金属電極上に担持した2次元シアニン色素 J会合体の

物性と光電変換機能」川崎三津夫（京都大）

「銀塩写真感光材料におけるシアニン色素 J会合体の形

成と挙動」谷 忠昭（富士フイルム）

参加費： 正会員・協賛5,000円，一般10,000円，学生会

員1,000円，学生非会員2,000円

申込方法： 参加者氏名・所属・連絡先・会員区分（正会

員等）の4項目および「光機能性材料セミナー参加」

と明記して，日本写真学会事務局へE-mailまたは

Faxでお申し込みください．

Fax 03-3299-5887

E-mail:spstj＠pht.t-kougei.ac.jp

レーザ顕微鏡研究会第 33回講演会・ワークショップ

ワークショップでは，オリンパス，カールツァイス，ニ

コン，横河電機，ライカマイクロシステムズ各社のご協力

のもと，最新の顕微鏡を取り揃え，初心者向けの講義と実

習を行う予定です．講演会では，最新の成果をご発表いた

だく一般講演とともに，シンポジウム「ティッシュ・イメ

ージング/エンジニアリング」を開催します．

期 日： 2007年6月27日(水)～29日(金)

場 所： 理化学研究所和光本所（和光市広沢2番1号）

講演：鈴木梅太郎記念ホール，ワークショップ：理化

学研究所内

主 催： レーザ顕微鏡研究会

協 賛： 日本光学会，応用物理学会，日本分光学会，ほか

プログラム：

6月27日(水) 一般講演およびシンポジウム，懇親会

6月28日(木)～29日(金) ワークショップ「レーザ顕

微鏡（生物用）を使いこなすための基本」，レクチャ

ー講演，レーザ顕微鏡を使用した実習（サンプルはこ

ちらで準備します．サンプルの持ち込みには対応でき

ません)

参加費：［講演会 (懇親会を含む)］一般2,000円（年会

費），賛助会員1,000円 ［ワークショップ (講演会，
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懇親会を含む)］一般20,000円，学生10,000円

申 込： ワークショップは下記ホームページよりお申し

込みください．（先着30名）http://sml.me.es.osaka-

u.ac.jp/jslm/index.html

問合せ先：

講演会担当 川田善正（静岡大)

電話 053-478-1069

E-mail:kawata＠eng.shizuoka.ac.jp

ワークショップ担当 加藤 誠（オリンパス）

電話 03-6901-4050

E-mail:makoto kato＠ot.olympus.co.jp

「光機器の光学Ⅰ」技術講座

本技術講座では，「光学系の設計・評価に際し指針とな

り，問題解決の一助となること」を狙いとし，早水良定著

「光機器の光学Ⅰ」の内容に，回折レンズなどの最近の話

題を加え，具体的な事例をまじえて解説します．これから

光学設計・評価を勉強されようとしている方，すでに習得

されているがさらに知識を高めたい方にも，受講をお勧め

します．

日 時： 2007年6月18日(月)，19日(火)，21日(木)，

22日(金) 10：30～16：30（各日）

場 所： 機械振興会館別館4階 日本オプトメカトロニク

ス協会研修室（東京都港区芝公園3-5-22）

講 師： 山本公明氏（KM オプトラボ/元オリンパス）

主 催： (社)日本オプトメカトロニクス協会

協 賛： 日本光学会

プログラム： ①理想光学系の結像，②光学系の絞りとそ

の応用，③光学系の概要，④平面鏡とプリズム，⑤

幾何光学的な収差―光線収差

参加費： 1名につき，一般105,000円，正会員68,250円，

賛助会員84,000円，協賛94,500円（テキスト代・消

費税を含む）

申込期限： 2007年6月11日(月)

定 員： 30名

問合せ先： (社)日本オプトメカトロニクス協会

電話 03-3435-9321 Fax 03-3435-9567

E-mail:info＠joem.or.jp http://www.joem.or.jp

「レンズ設計入門」技術講座

本技術講座では，光学系設計の基礎を学び，新しいニー

ズに対応した初期データの作製手法，およびそれをベース

にした自動設計の利用法を学ぶことを第一の目的としてい

ます．また，自動設計理論とTolesプログラムの最適化

技術を学ぶことも計画しています．

日 時： 2007年 7月 12日(木)，13日(金) 10：00～

16：40（両日とも）

場 所： 機械振興会館別館4階 日本オプトメカトロニク

ス協会研修室（東京都港区芝公園3-5-22）

講 師： 田島 晃氏（キヤノン），田井正邦氏（田井光

学)，松岡和雄氏（オプトソリューション），米窪 健

氏（元オリンパス/現東京都中小企業振興公社），金井

守康氏（ペンタックス），草川 徹氏（草川光学研究

所/元東海大）

主 催： (社)日本オプトメカトロニクス協会

協 賛： 日本光学会

プログラム： ①レンズ設計原論，②高倍ズームレンズの

設計，③大口径レンズの設計，④顕微鏡レンズの設

計，⑤双眼鏡レンズの設計，⑥自動設計理論，⑦自

動設計の具体例

参加費： 1名につき，一般68,250円，正会員45,150円，

賛助会員54,600円，協賛60,900円（テキスト代・消

費税を含む）

申込期限： 2007年7月5日(木)

定 員： 30名

問合せ先： (社)日本オプトメカトロニクス協会

電話03-3435-9321 Fax 03-3435-9567

E-mail:info＠joem.or.jp http://www.joem.or.jp

「光学系の像形成と評価」技術講座

本技術講座では，特にレンズの設計を中心とする光学系

の研究開発技術者を対象に，光学系の像形性と評価に関し

て実空間におけるコンボリューションやフーリエスペクト

ル空間におけるOTFの概念などの理解をより深くするこ

とを目的としています．

日 時： 2007年11月12日(月)，13日(火) 両日10：00～

16：00

場 所： 機械振興会館別館4階 日本オプトメカトロニク

ス協会研修室（東京都港区芝公園3-5-22）

講 師： 小川良太氏（ペンタックス）

主 催： (社)日本オプトメカトロニクス協会

協 賛： 日本光学会

参加費： 1名につき，一般68,250円，正会員45,150円，

賛助会員54,600円，協賛60,900円（テキスト代・消

費税を含む）

申込期限： 2007年10月29日(月)

定 員： 30名

問合せ先： (社)日本オプトメカトロニクス協会

36巻6号（207） ( )351 51



電話 03-3435-9321 Fax 03-3435-9567

E-mail:chiba＠joem.or.jp http://www.joem.or.jp

研究助成と表彰の募集

1)研究に対する助成

対象課題：

［第1課題］ 光科学の未知領域の研究―とくに光の本

質について

［第2課題］ 細胞間あるいは分子間の情報伝達につい

ての研究

助成金総額：約5,000万円

2)研究に対する表彰

対象者： 光科学に関する基礎的な研究で，内容が独創

的であり，かつ過去2年以内に発表された研究論文，

講演，報告等の内容により対象者を選定．(35歳以下

の方を対象)

表彰金総額： 100万円

応募締切： 2007年8月31日(金)

問合せ先： (財)光科学技術研究振興財団

〒430-0926浜松市中区砂山町325-6 日本生命浜松

駅前ビル8階

電話 053-454-0598 Fax 053-454-1929

http://www.refost-hq.jp e-mail:info＠refost.cs.or.jp

新入会員

個人会員

会 員 番 号 氏 名 所 属

A 6103641 笹川 智広 三菱電機(株)

B 66651 山地 正洋 (社)ニューガラスフォ
ーラム

24132 森 雅彦 (独)産業技術総合研究
所

39359 忠永 修 日本電信電話(株)

52390 三浦 健太 群馬大学

57472 猪飼 正道 (株)豊田中央研究所

57849 山口 大志 東京工業大学

訂 正

「光学」第36巻第4号 p.199の文献欄を下記のように

訂正いたします．

3)http://www.phys-challenge.jp/

4)http://www.ipho2006.org/

5)毛塚博史他：春季応物講演会（2007）28a-P4-23.

日本光学会 の掲載申込み先：

〒220-0073 横浜市西区岡野2-4-3 古河電気工業（株）横浜研究所解析技術センター

麻生 修

電話 045-311-1212 Fax 045-314-5190 E-mail:aso＠ch.furukawa.co.jp

なお，掲載申込みは原則として発行日（10日）から2か月前の15日まで，開催日が1～10日の場合

は，開催日の3か月前の15日までにお願いします．
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日 本 光 学 会 平 成 19 年 度 幹 事 (常任幹事)

幹 事 長： 伊東 一良 (大阪大)

副幹事長： 笹木 敬司 (北海道大) 渡辺 正信 (産総研)

前幹事長： 黒田 和男 (東京大)

庶務幹事： 岡本 隆之 (理化学研) 津村 徳道 (千葉大)

田中 哲 (防衛大) 石橋 爾子 (ネオアーク)

菅谷 綾子 (ニコン) 生駒 晋也 (トプコン)

竹内 誠二 (キヤノン) 麻生 修 (古河電工)

芦原 聡 (東京農工大)

『光学』編集幹事： 伊藤 雅英 (筑波大) 小野寺理文 (能開大)

『OPTICAL REVIEW』編集・出版幹事： 植田 憲一 (電通大) 石井 行弘 (東京理科大)

国際協力幹事： 各務 学 (豊田中央研) 中川 清 (香川大)

産学協力幹事： 藤井 秀雄 (ペンタックス) 石榑 崇明 (慶應義塾大)

将来問題担当幹事： 清水 賀代 (日本女子大) 谷川ゆかり (産総研)

電子化担当幹事： 伊藤 達男 (松下電器) 森野 剛志 (東芝)

事業・企画担当幹事： 佐藤 康郊 (富士ゼロックス) 岡田 訓明 (シャープ)

板橋 彰久 (リコー) 白石 武嗣 (コニカミノルタオプト)

武山 哲英 (オリンパス) 西畑 純弘 (富士フイルム)

忠永 修 (NTT) 吉川 宣一 (埼玉大)

佐藤 雅之 (北九州市立大) 二瓶 裕之 (北海道医療大)

佐藤 俊一 (東北大) 田代 発造 (富山大)

鈴木 孝昌 (新潟大) 杉田 篤史 (静岡大)

和田 健司 (大阪府立大) 松尾 繁樹 (徳島大)

入江 正浩 (九州大)

幹事代理．次回幹事選挙にて幹事会推薦予定．
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